
AIチップ開発加速のためのイノベーション推進事業

令和４年度予算額 22.2億円（20.9億円）
事業の内容 事業イメージ

事業目的・概要

⚫ IoT社会の到来により急増した情報を効率的に処理するため、ネット

ワークのエッジ側で中心的な情報処理を行うエッジコンピューティングの重

要性が叫ばれています。エッジコンピューティングにおいては、小型かつ省

エネルギーでAI処理を実現する高性能なAIチップが不可欠です。

⚫我が国のベンチャー企業等においては、チップ技術に関する蓄積等、新

たなビジネスを創出するイノベーションの種が存在しています。しかしながら、

競争力のあるAIチップを開発するためには、開発に必要な知見・ノウハウ

に加えて、高額の設計ツールや検証装置等が必要であり、これがAIチッ

プ開発及びそのビジネス化に向けた高いハードルとなっています。

⚫本事業では、民間企業等が持つAIチップのアイディアの実用化に向けて、

開発に必要な設計ツール等の開発環境、大学や研究機関等が開発し

た共通基盤技術、開発に必要な知見・ノウハウ等を提供することにより、

民間企業等のAIチップ開発を加速し、イノベーションを実現します。

成果目標

⚫平成30年度から令和4年度までの5年間の事業であり、本事業におい

て民間企業等が開発する技術の実用化率5割以上を目指します。

商務情報政策局 情報産業課

条件（対象者、対象行為、補助率等）
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プロトタイプ完成

・設計ツール
・検証装置
・設計ノウハウ
・基盤技術 等

ビジネス化

試作

国内ベンチャー・中小を含む
民間企業等

AIチップに関するアイディア

①AIチップに関するアイディア実用化に向けた開発

• 民間企業等が持つアイディアを実用化するため、本事業により整備する開発環境等
を活用して、AIチップ開発を実施。

②AIチップ開発に必要な環境整備、共通基盤技術の開発

• AIチップ開発に必要な開発環境（設計ツール 等）を整備。
• 高機能なAIチップ開発に資する基盤技術を開発。
• AIチップ開発に取り組む民間企業等に対して、開発環境、基盤技術、専門的な知
見・ノウハウ等を提供。

知見・ノウハウ
基盤技術

設計ツール
検証装置

※アイディアの実現可能性を検証するためのハードル。


